２０１２年度　社団法人　山形青年会議所　理事長所信　Ｖｅｒ２１
第５７代　理事長予定者　野口雅弘
はじめに
人生は常に選択の連続である。
一日の始まりから私たちはどのくらいの選択をしながら生きているのだろうか。日常生活の中で起きる選択も、人生における岐路の選択も、物事の大きさに関わらず人生の選択である。そして人生の選択とは、その時々に応じて状況を理解し、主体的に物事を判断し決断して、行動することです。その決断する過程において、人は多くのことを考え、未来に多少の不安を抱きつつも成功することをビジョンとして描き、前へ進んで行きます。さらに、その選択を繰り返すことが人生の経験となり、失敗した時ほど謙虚にそこから学ぶからこそ、人が成長するひとつの要因にもなるのです。人生の選択は常に自分自身に対して責任があり、覚悟というものが必要とされます。決断の裏にはその個人の確固たる覚悟があり、目標を見据えて進んで行くことができるのです。しかし、自分が目指す過程において苦しい時や投げ出したい時は、目の前の損得ではなく、先を見据えた自分自身を信じて、さらには仲間を信じて、人生の選択をしていただきたい。今から始まる私たちの夢に大いなる決断を持って、確かな一歩を踏み出そうではありませんか。誰しもが持つ自分自身の奥に秘めた無限の可能性と「自分の力」を信じて歩んでいこう。
「自分の中には自分の知らない自分がある　強くして能あり　清くして正大なり　
現在の我とは比較にもならぬ　未来相の我だ」
詩人　安積得也氏　　＜未見の我より抜粋＞　　
＜３・１１からの東北　今、私たちができること・・・＞
　２０１１年３月１１日、マグニチュード９．０という過去最大とも言える余りに甚大で、広域である東日本大震災が発生しました。未だに復旧や復興に目途が立たない地域もあり、原子力発電所問題では何の解決策も見出せず、国会では国民のための論争でなく政権論争に走り、責任の擦り合いをしながら災害復興支援は誰のために何をするのか、わからなくなっている「今」があります。
しかし、政府や行政に不満をぶつけても何の解決にもなりません。今回の災害発生直後から迅速な支援活動の裏には、近畿地区での阪神大震災、北陸信越地区での中越地震などを代表に、数々の災害支援活動の経験と各地青年会議所との連携があったからです。私たちも震災当初は停電や燃料の枯渇など様々なことで、間接的な被害を受けましたが、現在ではそのことでさえ記憶から忘れ去られそうになり、今なお解決できない被災者の自立への道や原子力発電所関連の問題など日常の生活まで大きな影を落としている状況があり、そしてこの危機管理を今後どのように捉えていくか、この震災を通して、自分たちのまちやＪＣのネットワークばかりでなく、行政やＮＰＯ団体含んだ諸団体との関係など、垣根を越えた災害支援ネットワークの構築を検討しなければなりません。「東北はひとつ」を合言葉に私たちが、「東北の力」となることを信じて行動していこう。
＜グローバルスタンダード　目指す国際化への挑戦＞
　今日では交通手段や通信手段の発達により、人や物資など様々なものが国境を越えて流通するようになり、ここ「やまがた」も多くの観光客が訪れ、海外企業との提携や製造業においては海外へ依存する企業も増えてきています。そして、私たちにも国際化に向けた大きなチャンスが巡ってきています。
それは２０１４年 ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ※山形大会の開催です。２０１０年のサマーコンファレンスにおいて国内ＢＩＤ権を取得し、今年はこの大会の国際ＢＩＤ権をＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ香港大会で獲得する大事な年になります。この重要な機会をメンバー全員で達成できることを切に願います。今はまだぼんやりとしか見えないＡＳＰＡＣ山形大会も、グローバルスタンダードに向けて行政や企業、さらには市民を巻き込んだ事業を展開しなければなりません。ある企業では英語を公用語として、将来の企業像を明確に定めたところもあります。そのためには先入観に捉われず、多様な可能性を見出し目標に対してしっかりとしたコンセプトを持ち、検証を繰り返しながらグローバルスタンダードを推進しなければなりません。さらに私たちの目標が個人の成長の機会と捉えるか、負担と考えるのか、そして私たちが住み暮らすまちに何を反映していくのか、議論する唯一の時間が、今年だと私は考えます。
また、ソーシャルネットワークサービス（ＳＮＳ）の利用などメンバー一人ひとりがグローバルスタンダードを考え実行することが、ＬＯＭ益となり「やまがた」の益となると信じます。英語が堪能ではない私が国際交流を経験して感じることは、言葉の壁や文化・習慣の違いなどに戸惑うこともありますが、その文化やその人々を真摯に受け入れる姿勢と、何よりも自分自身が国際化に向かって挑戦する気持ちが大切だと感じたからです。そして、この活動を通して全てのメンバーが国際人として新たに成長することに挑戦していただきたいです。その先には、ＡＳＰＡＣ山形大会を開催することが夢から実現させることで、世界を視野に入れた観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡに向けた挑戦が始まります。国際化に向け挑戦する私たちが、共に行動することで「ＬＯＭの力」となります。
※アジア太平洋地域会議（ＡＳＩＡ　Ｐａｃｉｆｉｃ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ）の略称
＜母なる大地　やまがた　郷土愛を育み伝えること＞
山に囲まれ大自然に守られている「やまがた」は、元米国駐日大使エドウィン・ライシャワー博士が、その自然環境と人間との健全なバランスをたたえ評した言葉として「山の向こうのもうひとつの日本」を残しました。それは近代化社会に向かう日本の姿に、相反するものがここにはあることを示したものであり、元来の繊細な日本の文化とその土地独特の文化が調和されたものではなかったのかと考えます。
そして、私たち山形ＪＣでは、「Ｔｈｅ　Ｍｏｔｈｅｒ　Ｌａｎｄ　ＹＡＭＡＧＡＴＡ」を掲げ、その実現に向けた運動の中で、より具現化したものひとつに山形大花火大会があります。今では夏の風物詩として定着している大会も３３回を迎え、まちづくりを推進する私たちの活動の中で大きな事業であり、この花火大会も不況の波に負けず、まちの活力となる事業としてさらに育てなければなりません。それは私たち山形ＪＣが「やまがた」を愛する団体だからです。ここ近年、本当に厳しい経済状況の中ではありますが、今年も継続して花火大会を実施します。そして官庁関係各諸団体ならびに協賛をいただいております企業や市民の皆さまに対しましても、更なるご理解とご支援を賜りますことをお願い申し上げます。この事業を通して今を生きる私たちが、このやまがたの文化や伝統といったものに一歩でも近づけることを意識し、市民の活力源としてその存在価値をより一層高めていきます。さらに「継続は力なり」という言葉があるように「やまがた」の力に変えていきます。
また「やまがた」には多くの遺産が先人たちによって創造され、伝承されたものがあります。例えばこの地を訪れる旅人をお迎えした際に発する、「あがらっしゃい」という言葉には心温まる郷土から生まれたものを感じます。それは私たちが利便性に富んだ現在でさえ、肌で感じ伝えていかなければならない無形の文化です。私たちは、このように知らず知らずに聞き感じ育ったこの郷土愛をもっともっと感じ取って欲しいと願うことに加え、時代が進み多様な文明が発達しても、変えてはいけないヒューマンネットワークを忘れてはいけません。まちづくりはひとづくりと言うように、環風景を残し私たちが生まれ持った気質は、こころの循環するまちづくりがより一層魅力あるものを創造し、郷土愛を育み伝えることで「やまがたの力」となります。
＜次代を担う子どもたち　私たちの使命と責任＞
私が生まれる前から運送業を営んでいた両親は、仕事に追われ、私に構っている時間はありませんでしたが、少ない時間ながらも私に本気で接して育てていただいた両親には心から感謝しています。そのような環境の中で、いろんな方々にお世話になりながら成長させていただいたことで、今の自分があることにも感謝しています。しかし、現代社会では子育てを放棄する大人が増え、子どもへの虐待などのニュースは後を絶ちません。親の責任、大人の責任といった常識が常識でなくなりつつある現状に、危惧するところがあります。時間が無いながらも常に本気で接していただいた両親を振り返り、自分が親の立場となったことで、次代を担う子どもたちへ親の責任、大人の責任を感じ、自分の背中が父親と同じ姿で本気でぶつかっているのか自問自答しながらも、子どもの成長する時間は止まることなく、前へ前へと進むことで、私たちの使命と責任が培われていると感じています。子どもと言ってもその個性をしっかりと尊重し、子どもたちと共に学び育むことは時代が変化しようとも変わらないものです。さらに私たちは、いつの時代も笑顔を絶やさず、夢や希望を抱き目標に向かって一生懸命に生きることができる社会を築かなければなりません。また、多様化している現代社会をたくましく生きる力を持った、これからの社会に対し自立できる強いひとづくりを展開することは、子どもたちが夢や希望、そして大志を抱く以上に、私たちがそれに応えることができる使命と責任があります。生きることへの感謝の気持ちとたくましく生きることが次代を担う「次代の力」となります。
＜ＪＣ活動の誇りと自信　　青年よ　大志を抱け＞
　私が入会した１９９９年の山形青年会議所は、第４９回全国会員大会山形大会を開催した年であり、全国大会の成功に向け活気に満ちあふれＬＯＭが一体感に包まれ、その中で活躍する先輩たちの背中がとても大きく感じ、その雰囲気に引き込まれ、何も分からずただただ先輩たちの後を追いながら、私のＪＣライフがはじまりました。ＪＣでは社会人としての規律とマナーはもちろん、時間の使い方、スピーチの仕方、会議や事業通じてのルールや資料の作成など、ＪＣが学びの場であることに誇りを感じています。そして、ＪＣに出会ったことで事業を行う上での楽しさ、さらには青年となった今も物事を真摯に取り組める熱い気持ち、達成感や充実感といったＪＣでしか味わえない多くの機会をいただいたことに加え、ＪＣに入会しなければ出会うこともない、国内外での多くの友情が生まれ、たくさんの友人に恵まれました。その反面、失敗もしました。ＪＣ活動を真摯に受け止められず、腐りかけていた自分を叱っていただいた時や、建設的な意見を多用し、いろんなことに導き教えていただいた諸先輩方もいました。そんな時、本気で真剣に取り組むからこそ、ＪＣ活動で育んだ自分自身への自信に繋がっているのだと感謝しております。それが山形ＪＣの歴史と伝統の源であることは間違いありません。
そして、２０１２年はメンバー一人ひとりが主役です。私たちは企業の代表としてＪＣに入会して、地域のリーダーという気概を持ってＪＣを通して誇りと自信を持っていただきたいです。そのために、メンバー一人ひとりがＪＣ運動を通じて、互いを認め合い切磋琢磨し「自分の力」に変えていかなければなりません。そして、その力が本物の力になる時が、誇りと自信に満ちた凛とした青年の姿となります。メンバーの成長が無い限り、ＬＯＭの成長もありません。ＪＣで学び経験することが、これからを向かえる私たちが誇りと自信に満ち溢れる「ＪＣの力」となります。
＜５年後、１０年後の山形青年会議所　次なるビジョンの創造＞
　山形青年会議所のメンバー数は減少の一途を辿っており、「不景気だから仕方がない」という一言では片付けられない厳しい現状があります。私たちは毎年拡大目標を立て実施してきましたが、なぜ達成できなかったのかということをしっかりと受け止め、検証しなければなりません。そのことを踏まえ今後数年のビジョンと今年達成しなければならない目標を明確にして、戦略的に会員拡大を実施なければなりません。これは今後のＬＯＭの運営上、永遠の課題であり、今直面している大きな問題でもあり、一人ひとりが問題意識を高く持たなければなりません。会員拡大活動は、何よりも自己の修練でもあり、ＪＣを伝播する個々の活動で重要な運動です。そのことがコミュニケーションの原点であり、ＬＯＭが活性化するための循環するＪＣ運動の源になるのです。５年先１０年先を見据えた山形青年会議所が誇りある組織として存在することを確信し、活動していこうではありませんか。そして新しいメンバーを創造することにより、より一層の山形青年会議所の飛躍に繋がり、活力ある青年の組織として「ＪＣがある時代」へと新たなステージへと突き進んで行こうではありませんか。この会員拡大活動がＪＣ運動のはじまりであり、明るい豊かな社会の実現へ繋がるものとなります。
また、公益社団法人格を取得した組織として、今後は今まで以上に市民を巻き込んだ公益性のある事業展開をしなければなりません。公益性のある事業を実施する正しい判断をする上で、メンバーの共通認識と今まで以上に、計画の段階からより具体的な運営が必要とされます。そして、今後は自分たちの組織の中で、しっかりとしたコンプライアンスとガバナンスを持ちあわせ、組織運営を盤石なものにしなければなりません。私たちの活動の本質をしっかりと見極めながら、ＪＣ運動を進化させることで、公益社団法人としての確かな一歩を踏み出します。未知なるものへ手探りで進まなければいけない状況でも、新たに生まれ変わる公益社団法人　山形青年会議所の構築が「組織の力」として確立していきます。
＜結びに＞
私たちは東日本大震災を経験したことにより、これからの日本を、東北を、そして山形を今以上に考えて行動しなければなりません。「今」が大事ということは誰もが認識していても、繰り返される日常生活において意識している人はごく少数かもしれません。そのことを意識しながら、今後の人生の選択で大切な機会であることを忘れることなく、物事を成し遂げるため決断しなければいけません。その決断を今一度、ＬＯＭメンバー全員で共有し２０１４年　ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会へ確実な一歩を踏み出し、行動していきましょう。そして、その物事の始まりは、物事の終わりへのカウントダウンです。今をいかに有意義に過ごして目標に向かってしっかりと組立て準備していくのか、「今」が本当に大切な時期だということをあらためて認識し、行動していきましょう。私たちの誇りである山形青年会議所の歴史と伝統は、その積み重ねがあって形成されていくものです。今は見えない無限の可能性と自分の力を信じて、誇りを持ち凛とした青年らしい姿で力漲る活動をしていきましょう。
二度とない人生だから「今」共に立ち上がり、行動しよう。
